
青森県病床数適正化推進事業費補助金の活用について

１ 趣旨
青森県病床数適正化推進事業費補助金の活用にあたっては、国の整理において、地域医療構想調整会議の議論の内容及び都道府県

医療審議会の意見を踏まえることとされていることから、医療審議会の意見を伺う。

２ 支給要件

「病床機能再編計画（※）について、地域医療構想調整会議の議論の内容及び都道府県医療審議会の意見を踏まえ、都道府県が地域
医療構想の実現に向けて必要な取組であると認めたものであること」とされている。
※病床機能再編計画……医療機関が作成する病床の減少を伴う病床機能再編に関する計画。

３ 制度概要
医療機関が、地域の関係者間で合意の上、地域医療構想に即した病床機能再編を実施する場合、減少する病床数に応じた補助金を

支給することにより、地域医療構想の実現に向けた取組を支援する。
なお、本補助金は、厚生労働省の病床機能再編支援事業の中の一つである単独支援給付金支給事業を活用しているものである。

（詳細はスライド３とスライド４のとおり）

４ 令和６年度対象医療機関の病床機能再編計画の概要（詳細は資料２－２のとおり）

医療機関名 減少する病床数 減床理由

青森県立中央病院（青森地域）
▲100床（高564床、急115床
⇒高519床、急60床）

看護師の適正配置による効率的な医療提供
体制を構築するため、現在の入院患者数に
見合った病床数に減床。

エルム女性クリニック（西北五地
域）

▲6床（急18床⇒急12床）
分娩数の減少により病床稼働率が低下して
おり、患者数に見合った病床数に減床し、
外来への転換を予定。

公立七戸病院（上十三地域）
▲40床（急74床、回36床⇒
急42床、回28床）
※回復期病床は補助対象外

病床稼働率の低下を受け、病床数削減によ
り看護職員の配置を見直し、地域連携推進
法人内で有効に配置。

十和田東病院（上十三地域） ▲10床（急60床⇒急50床）
出生率の低下で小児の患者の減少が見込ま
れること等から病床を削減し、小児科領域、
循環器科領域を外来中心に移行。 1
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５ 県の考え方
４医療機関の病床機能再編は、いずれも地域で過剰となっている高度急性期機能及び急性期機能の病床を減少するものであり、ま
た、令和６年度地域医療構想調整会議において合意済であることから、地域医療構想の実現に向けて必要な取組と考えられる。

【参考】青森地域、西北五地域及び上十三地域の令和５年度病床機能報告の状況

上十三 高 急 回 慢 休 合計

R5報告 87 848 87 174 65 1,261

R7必要数 96 506 371 203 0 1,176

西北五 高 急 回 慢 休 合計

R5報告 0 431 129 188 120 868

R7必要数 43 270 246 245 0 804
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青森 高 急 回 慢 休 合計

R5報告 595 1,224 785 651 88 3,343

R7必要数 338 900 1,127 659 0 3,024



【参考】病床機能再編支援事業の概要（厚生労働省資料一部抜粋）
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【参考】単独支援給付金支給事業の概要（厚生労働省資料一部抜粋）
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